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2018年度　NPO基盤強化資金助成先

●2019年度の主な助成金の募集（公募）
●2018年度　NPO基盤強化資金助成　贈呈式を開催
●2018年度　海外助成　贈呈式を開催
●第20回　損保ジャパン日本興亜福祉財団賞の贈呈式を開催
●財団からのお知らせ

2019年度の主な助成金の募集（公募）

＜サタデースクール＞ ＜日常生活支援サポートハウス＞
2018年度　自動車購入費助成先

＜特定非営利活動法人　手と手と手＞

2019年度の社会福祉事業における助成金の公募を以下のとおり予定しています。
※詳細は財団ホームページをご覧ください。

事業名
（募集時期／予算）

事業の内容
※助成金額 対象となる団体

自動車購入費助成　
（６月３日～７月12日／総額1,200万円）

・�主として障害者の福祉活動を行う団体が、
自動車を購入する際の資金を助成

※１件120万円（上限）

・特定非営利活動法人
・�主として障害者の福祉活動を行う団体（た
だし、加齢に伴う障害者(高齢者)の福祉
活動団体は除く。）

・東日本地区に所在する団体
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（９月～10月／総額1,450万円）

・�組織および事業活動の強化に必要な資金
を助成

※１団体70万円（上限）、15団体程度 

・�社会福祉に関する活動を行う特定非営利
活動法人、社会福祉法人

・西日本地区に所在する団体

・認定NPO法人取得資金を助成
※１団体30万円、15団体

・�認定NPO法人の取得を目指す社会福祉分
野の特定非営利活動法人

・日本国内に所在する団体

（６月３日～７月19日／総額450万円） ・住民参加型の福祉活動資金を助成
※１団体30万円（上限）、15団体程度

・�地域における高齢者・障害者・子ども等
に関する複合的な生活課題に包括的な支
援活動を行なう非営利団体

・西日本地区に所在する団体

海外助成
（９月～10月／総額400万円）

・�ASEAN加盟国およびインドの非営利団体
が地域の社会福祉に資する活動を行うた
めの資金を助成

※１件100万円（上限）

・社会福祉分野で活動をする非営利団体
・�ASEAN加盟国およびインドに本部を置く
団体

※日本企業の現地駐在員の推薦が必要です。

募集中

募集中
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損害保険ジャパン日本興亜㈱の支店のご協力で、助成金の贈呈式を開催しました。

滋 賀 支 店 静 岡 支 店

岐 阜 支 店

南北海道支店

愛 媛 支 店福 島 支 店

栃 木 支 店

＜ 特定非営利活動法人
救命のリレー普及会 ＞

＜ 特定非営利活動法人
タンデム自転車NONちゃん倶楽部 ＞

＜ 特定非営利活動法人
くさつ未来プロジェクト ＞ ＜ 特定非営利活動法人

静岡県就労支援事業者機構 ＞

＜ さかほぎ
つぐみ食堂「ほのぼの」＞

＜ 特定非営利活動法人　
地域生活相互支援大山田ノンフェール・くらねぇ＞ ＜ちいきカフェ“円と縁”＞

＜ 特定非営利活動法人
達南精神保健福祉会＞

2018年度　NPO基盤強化資金助成　贈呈式を開催

つぐみ子ども食堂のある場所は、外国人が多い
地域であり、外国人の方のお子さんが孤立しな
いように、また、外国人の親の情報提供の場と
しても機能しており、地元で60台後半70代の定
年された方などが、その時その時の季節に応じ
たイベント的なお料理を提供されています。
ご近所で野菜を作っている方々が、野菜をもち
より、地域でとれた野菜を使用して経費をかけ
ないように、子供たちに提供するなど、なかな
か、個人ではできない活動を地域の人が協力し
ている素晴らしい活動でした。

[岐阜支店　支店長席　市村玲子さん]

秋 田 支 店

＜ 特定非営利活動法人
あきた冒険遊びfrog ＞

贈呈先の静岡県就労支援事業者機構様は、静岡県内の経済団
体や事業者の協力を受け、罪を犯した人の就労を支援してい
ます。これまでに延べ173人を支援した実績があります。再
犯率は、無職者は有職者の約３倍にも増
加することを知り、再犯防止のためには
就労支援が必須であると感じました。今
回、贈呈式に携わらせていただき、CSR
の大切さや、贈呈式など１つ１つの取組
み、出会いを大切にしていくべきだと感
じました。ありがとうございました。

［静岡支店　支店長席　杉山さん］
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2018年度　海外助成　贈呈式を開催
助成先のインド、マレーシア、シンガポール、タイ、フィリピン５カ国で、助成金の贈呈式が開催されました。助成先団体
の皆様、障害者団体など多くのご参列を得て開催され、現地の新聞などのメディアに掲載されました。

貧困街に住居する子どもたちへのサポートプログラム
（食事、図書館、アフタースクールなど）の提供に助成
をおこないました。
このプログラムを通じて最も印象的だったのは子供たちと
交流できたことであり、彼らは我々との交流を非常に楽し
みにしており、一緒に楽しんだことは良い経験でした。
子どもたちは特に歌ったり踊ったり一緒に写真を撮るこ
とが気に入ったようで、最初から最後まで絶えず笑顔で
迎え入れてくれたことを鮮明に覚えています。

［石川　洋史さん（PGA　Sompo Insurance Corp.）］

障害をもつ青少年たちに、パンの調理などの職業訓練を行う際
の設備等を充実させる費用に助成しました。自閉症等の若者に
パン製造販売のスキルを教え自立と社会参加を促すもので、マ
レーシアではまだ新しい取り組みとのことでした。明るく仲の
良いすばらしい団体であることを皆さんとのお話しから実感し
ました。

［瀬戸　豪さん（Berjaya Sompo Insurance）］

貧困が原因で放置さ
れている、口唇口蓋
裂の子どもを無料で
手術するボランティ

ア医師を派遣し、手術を行う費用支援
に助成をおこないました。
Operation Smileの活動は、医療環境
が未整備の地域に自ら赴き、口唇口蓋
裂だけではなく火傷やケガをした患者

の治療を特定期間に集中的に行っています。
医療環境に恵まれない患者を一人でも多く救
いたいという姿勢に感銘を受け、Operation 
Smileの方々の意思に少しでも貢献できたと
いう意味でも、今回の助成は意義あるもの
だったと考えます。

社会問題になっている自動
車事故の防止・軽減を図る
ため、若者世代に交通安
全の啓蒙活動を支援（セミ
ナー、ガイドブック印刷な
ど）しました。
贈呈式と贈呈対象プロジェ
クト「Road Safety Ranger」
のキックオフイベントを同
時開催しました。プロジェ
クト参加 者とUniversal 

Sompo Generalの経営陣との交流を図
りました。
プロジェクト活動を通じて学生個人がアン
バサダーとして自ら地域コミュニティに働
きかけを行うことで、地域コミュニティの
交通安全に対する意識・行動に変化がみ
られることを期待しています。

［高橋　邦明さん（ムンバイ駐在員）］

経済的な理由でサポートを受けることが出来な
い、ダウン症の子どもたちの自己啓発・自立発
達の機会を広げるため、自立・養育支援積立基金を提供する助
成をおこないました。
団体では週に一度、３歳以下の児童を事務所で預かっており、
児童のリハビリサポートだけでなく、両親が休息できる時間を
提供しています。また、スタッフが二週間に一度、児童の自宅
を定期訪問することにより児童へのサポート体制のモニターも
実施しており、そのようなサポート体制に感心しました。

［畑中　大右さん（Sompo Insurance Singapore）］

フ ィ リ ピ ン
Project PEARLS,Inc

タ イ
Operation Smiles Thailand 

イ ン ド
TRAX SPORTS SOCIETY

シ ン ガ ポ ー ル
Down Syndrome Association (Singapore)

マ レ ー シ ア
Persatuan STAND 

［宮本　佳さん（Sompo Insurance Thailand）］
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第20回損保ジャパン日本興亜福祉財団賞の贈呈式を開催
社会福祉に関する優れた学術文献を表彰する「第20回
損保ジャパン日本興亜福祉財団賞」の贈呈式を2019年
３月19日に損保ジャパン日本興亜本社ビルで開催しま
した。
受賞者の永野咲 氏（昭和女子大学人間社会学部　福祉
社会学科　助教）が受賞著書の『社会的養護のもとで
育つ若者の「ライフチャンス」－選択肢（オプション）
とつながり（リガチュア）の保障、「生の不安定さ」か
らの解放を求めて』についてご自身の研究の過程に触
れながらご挨拶されました。受賞者および文献要旨を
財団ホームページに公開していますので、是非ご覧く
ださい。

≪受賞記念講演会とシンポジウムのご案内≫
日時：2019年７月13日(土)午後１時～５時
場所：グランドアーク半蔵門（東京都千代田区）
内容：受賞記念講演会とシンポジウム
　　　受賞記念講演会　　：永野　　咲 氏〔昭和女子大学人間社会学部福祉社会学科 助教〕
　　　シンポジウムテーマ：不利の連鎖の中にある「若者」のライフチャンスを保障するために
　　　コーディネーター　：岩田　正美 氏〔日本女子大学 名誉教授〕
　　　パネリスト　　　　：上間　陽子 氏〔琉球大学大学院教育学研究科 教授〕
　　　　　　　　　　　　　佐々木　宏 氏〔広島大学大学院総合科学研究科 准教授〕
　　　　　　　　　　　　　宮本みち子 氏〔千葉大学・放送大学 名誉教授〕
　　　コメンテーター　　：永野　　咲 氏〔昭和女子大学人間社会学部福祉社会学科 助教〕
　　　お申込み　　　　　 ：当財団ホームページ　https://www.sjnkwf.org/

参加者募集中！
参加費無料
先着150名様

永野氏と二宮理事長

☆☆財団からのお知らせ☆☆
財団が主催する研修会の叢書を発刊しました。
当財団ホームページに全文を記載していますので、どうぞご覧下さい。
◦叢書93号　第19回損保ジャパン日本興亜福祉財団賞　受賞記念講演録

2014年に助成を行った『みどり工房』様の設立20周年記念感謝祭に参加してきました！
メンバーの皆さんが感謝祭の準備をされた飾りつけも可愛らしく、20周年の
お祝いに大勢の方が駆けつけられ、会場内は全員が座れずに立ち見となって
しまうほど大盛況でした。
出店では、皆さん仮装して販売していて、メニューも豊富で賑わってました。

認定NPO法人取得を支援させていただき、順調に認定NPO法人を
取得され、その後ますますご活躍されて、このような会に参加させて
いただいたことを嬉しく感じました。
� 〔専務理事　花崎 和彦〕

助成先訪問「特定非営利活動法人よりどりみどり」


